
⽩井市⽂化センターのあり⽅
検討ワークショップ

第4回

2022年1⽉18⽇(⽕)

18:30〜20:30
「施設機能の規模、設備を考える」

本⽇のプログラム

©Theatre Workshop

時間 内容

18︓30

・ごあいさつ
・前回の振り返り
・本⽇のテーマ
・ワークショップの進め⽅、お約束

18︓55

グループワーク（65分）
「施設機能の規模、設備を考える」
・⾃⼰紹介（5分）
・個⼈で意⾒出し（20分）
・グループワーク（20分）
・まとめ（20分）

20︓00 グループ発表

20︓25 次回予告、なんでもアンケートの記⼊等

20︓30 終了
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前回の振り返り
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前回の振り返り 〜施設でやりたいこと→必要な機能・設備など〜
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⽂化会館 図書館

①既存施設
で実施が可能

プロの公演を定期的に企画 看板イベントの企画

（⾳楽・演劇・伝統芸能・講演会など） 図書館は無料が良い

⼦ども・若者向けの企画 布の絵本の導⼊

⽂化サークルの育成講座 司書によるオススメ本コーナー

映画上映会 新刊の案内

学校⾏事・部活の発表等での利⽤ 予約本の待ち時間が分かる案内

②既存施設を改善
すれば実施可能

利⽤の幅を広げる
→中ホール＋防⾳・遮⾳性の向上＋舞台の袖を作る

森を⾒ながら読書できる閲覧室
→閲覧席＋配置の変更

気軽に発表・鑑賞したい
→中ホール＋座席規模 100〜200席の劇場に

⼦どもが靴を脱いで本を⾒られる場
→児童コーナー・お話の部屋＋改装

⾳量の⼤きな楽器を演奏したい
→諸室＋防⾳・遮⾳性の向上

⼦どもの声が響かない児童コーナー
→児童コーナー・お話の部屋＋防⾳・遮⾳性の向上

パブリックビューイングを⾏いたい
→⼤ホール＋スクリーン・ネット環境

パソコン持ち込み可のスペース
→閲覧席＋ネット環境

⼦育て中でも⽂化芸術を楽しみたい
→両ホール＋親⼦席・託児所

楽屋＋換気の向上

③新しいスペース
/設備が必要

⽂化交流・発信の拠点にする
→練習室・研修室を増設

個室のゲーム設備を導⼊してほしい

⽂化会館周辺をもっとにぎやかに 1階の図書館の外にもにトイレがあると良い

④ソフト⾯での
変更・⼯夫が必要

楽屋・リハーサル室の活⽤（ホールが稼働しない⽇） カフェに館内の図書を持ち込めるようにしてほしい

使⽤料を安くしてほしい ⼦どもが騒いで良い⽇・時間を設ける

照明や舞台監督を⾃前で養成する

平⽇（空いている⽇）は市⺠は無料で使える
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郷⼟資料館 プラネタリウム

①既存施設で
実施が可能

看板イベントを企画 ⼤⼈向けのコンサート

⽩井に縁のある著名⼈についての常設展⽰ プラネタリウムは近隣にないので貴重

⼦供も楽しめる企画 星の⾒える⽩井市の特性をアピールしたい

⽩井ならではのビジネスの情報を発信 投影機・プロジェクターを継続して使いたい

懸賞論⽂の募集（市のPR、情報発信）

②既存施設を改善
すれば実施可能

体験コーナー（着物、農具の使い⽅実演など）
→資料館内+イベントスペースを作れるレイアウト

アロマを嗅ぎ、⾳楽を聴き、星を⾒る
→客席＋⾹りを出す装置を追加

収蔵庫容積を増やしたい
→収蔵庫＋更新

展⽰のスペースを拡⼤

屋上の床を補修

③新しいスペース/
設備が必要

郷⼟料理・地元の農作物の⾷体験ができる機能
→資料館内に調理施設を新設

屋上に⾞椅⼦利⽤環境を整備

屋上に天体観測の設備を設置

屋上に天体観測機器の保管庫を設置

屋上に移動式ディスプレイを設置

⼈⼯衛星ロックオンシステムを設置

④ソフト⾯での
変更・⼯夫が必要

展⽰をロビー1階に置く 催事を定期的に駅でPR

地元農業の後継者を探すマッチング機能

前回の振り返り 〜施設でやりたいこと→必要な機能・設備など〜
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共⽤部・その他

①既存施設で
実施が可能

カフェスペースの開放

マルシェ・朝市の実施（駐⾞スペース等）

全般的にPRが⾜りない（SNSでの発信など）

⽩井市在住・出⾝の⽂化⼈を発掘し情報発信

ストリートピアノの設置

カフェで給⾷を⾷べ、感想をフィードバック

②既存施設を改善
すれば実施可能

仕事ができるスペース →共有部＋⼩部屋・電源・LAN・Wi-Fi・プリンター

憩いの場・談話スペース →ロビー＋防⾳性・パーテーション・机イスの設置

ロビーコンサート →ロビー・図書館＋防⾳性・遮⾳性の向上

防災設備の増強

③新しいスペース/
設備が必要

野外コンサートを⾏いたい →庭・総合公園＋ステージ・電源を新設

⼩学⽣でもアクセスしやすい移動⼿段 →イベントバスの開通

気軽に集えるようにしたい →オープンカフェ・市⺠交流スペースを新設

施設に来るきっかけづくり →インスタ映えスポットを新設

アトリエ・⼯作室・キッチンを新設

⾷⽂化を発信する施設を新設

コワーキングスペース・リモートワークスペースの新設

⾃然エネルギーを利⽤するエコなシステム

④ソフト⾯での
変更・⼯夫が必要

駅からのアクセスを良くする

⽂化会館に特化した情報発信・広報誌の作成

興味ある⽂化活動を探せるコンシェルジュを作る

各コーナーなどに市⺠の作品展⽰

中庭への扉を開けて、出⼊りOKにしてほしい

前回の振り返り 〜施設でやりたいこと→必要な機能・設備など〜



本⽇のテーマ
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本⽇のテーマ
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施設機能の規模、設備を考える

本⽇検討する項⽬は次のとおりです。

■必要な施設機能（部屋・場所）の規模、設備
• これまでのワークショップで挙がったご意⾒をもとに、今後の⽩井市⽂化
センターに必要な施設機能（部屋・場所）とその規模、設備等を検討します。

• 必要な施設機能（部屋・場所）のアイデアをもとに、複合施設のメリットを
活かすという視点から施設間の連携についても考えてみましょう。

• 全ての施設機能を盛り込むことは難しいので、⼀つの部屋の多⽤途活⽤
（重ね使い）も考えてみましょう。



第1回WSのご意⾒
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テーマ︓「⽩井、⽩井市⽂化センターのじまん・ふまん」より抜粋

どんな設備が

必要︖

何部屋くらい︖

どんな機能、

設備が必要︖

※詳細はお⼿元の別紙資料をご覧ください。

第2回WSのご意⾒
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■くりグループ
■維持・継続したいところ

■新しく変えていきたいところ

■松ぼっくりグループ

⽂化会館 図書館 郷⼟資料館 プラネタリウム 共⽤部・その他

・⾳響の良さ ・蔵書の多さ ・無料 ・プラネタリウムの情報 ・⼦どもにやさしい施設

・市⺠の活動の発表の場 ・市外の⼈への貸出し ・⼦供が⽩井愛を持つ  発信 ・飲⾷物の⾃動販売機があると良い

・イベントや出演者の誘致 ・夜の開館  きっかけ ・充実したプログラム ・環境にやさしい設備

（プロ/アマ問わず） ・書籍の紹介・発信 ・ボランティアによる ・気軽に利⽤できるよう ・⽂化に興味のない市⺠も巻き込む

・市外へも情報発信できるように ・電⼦書籍があると良い  ガイド  に（時間、興味がわく ・デジタルツールも使ったアウト

・ダンスなどの事業の企画 ・館にない本も探してほ ・再訪したくなる展⽰  内容など）  リーチ

・⽩井の看板となるイベント  い ・ミュージアム ・異⽂化を知るきっかけに

維持

新規追加

望ましい姿

コンセプト

全ての市⺠が集まりたい場所 ⽂化の発信

・⽂化拠点…舞台芸術以外にも広げたい。⽂化的なトライアルの場 ・市⺠が使いやすいこと ・SDGｓ、サステナビリティ

というスパイラルが広がるようにしたい

まずは市⺠が集まる→試す→参加する→盛り上げる→ 継続する→ 看板ができる→ 発信する（市外にも）→集まる…

⽂化会館 図書館 郷⼟資料館 プラネタリウム 共⽤部・その他

・⽩井市⽂化祭、合唱コンクール ・蔵書の多さ ・⼦ども向けの鑑賞事業 ・⼦供の教育

・⾳響の良さ ・設備 投影機 ・施設間の連携事業

・市⺠との共同企画 ・充実したプログラム ・駅からの道が分かりにくい

・定期的にコンサートを開催 ・本以外の強化 ・⼟器づくりWS ・⽉曜⽇の天体現象イベ ・駅からの道に⼯夫が必要

（プロ/アマ問わず） ・閲覧席の増設 ・若者や⼦供受けする  ト ・若者や⼦供が興味を持てるような

・⽂化芸術⾯での若者・⼦供への ・⼦供が利⽤しやすい  企画 ・⾃分の⽣まれた⽇の星  視点

 ⽀援  空間 ・絵画展/写真展も開催  を⾒る ・早くカフェを復活

・⽂化芸術に⻑けた⼈を職員に起⽤（騒いでも良い、靴を ・ロビーコンサート

・⽩井市出⾝の⽂化⼈の発掘・紹介 脱いで上がれる） ・⽇/休のバス追加

・企画やPRの充実 ・公園との⼀体運⽤

維持

新規追加

望ましい姿

コンセプト

・若者が興味を持てる ・若者が利⽤しやすい環境 ・⼦供の居場所 ・幼児を連れていきやすい ⽩井を発⾒！ ・癒し ・⾃分を発⾒！

・幼児〜若者が利⽤しやすい ・元気になって帰れる ・ワクワクできる ・⽣きがい ・ホームグラウンド ・良い刺激

①⽩井を発⾒！⾃分を発⾒！〜ここに⾃分がいる〜   ②⽩井に出かける ⽩井で出会う

具体的には︖

どんな設備が

必要︖

※詳細はお⼿元の別紙資料をご覧ください。



第2回WSのご意⾒
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■ぎんなんグループ

■維持・継続したいところ

■新しく変えていきたいところ

■どんぐりグループ

⽂化会館 図書館 郷⼟資料館 プラネタリウム 共⽤部・その他

・演劇・ミュージカル ・幼児/⾚ちゃんへの読 ・⼦ども向け/⼤⼈向け ・カフェ/飲⾷スペース

・⾳響の良さ  み聞かせ、おはなし会  企画 ・コワーキングスペース

・⼤ホールをリーズナブルに ・ビブリオバトル等の催 ・⾝近で、⼦供も楽しい ・ユニークな催し ・⼈の集まれる場、多⽬的スペース

・中ホールを防⾳に  をもっとアピール  体験 ・PRの強化 ・個⼈/サークルが気軽に発表でき

・中ホールで演劇ができるように ・集いの（会話可能な）  (勾⽟づくり/⽕起こし ・事業企画の周知  る場

・⼦ども向け事業  空間  /⾐裳など) ・映画上映を⾏い、知名 ・おしゃれで⾼級感のある外観

・カフェ  度アップ ・野外ステージ

望ましい姿

コンセプト

維持

新規追加

①現役世代が⾜を運びたくなるような施設づくり（場所・スペース）  ②どの世代にも知ってもらいたい

⽂化会館 図書館 郷⼟資料館 プラネタリウム 共⽤部・その他

・⽼朽化しても修理して使って ・蔵書の多さ ・⽩井の歴史・⽂化の ・学習投映 ・ベンチ

・⾳響の良さ ・読み聞かせや紙芝居  紹介、展⽰ ・充実したプログラム ・駅からのアクセス

・市⺠の学びの場/発表の場 ・カフェ・飲⾷スペース

・幼児と楽しめる席は必要 ・⾵通し ・展⽰される古⽂書の ・天体の展⽰がもっと増 ・サイクリングコースや運動できる

・企画、情報発信が弱い  解説  えてほしい  場

・幅広いイベントを催し利⽤者増 ・特別展⽰で市外も含め ・他市も校外学習で利⽤ ・環境にやさしい設備

・市内でも⾳楽/⽂化に触れられる  てのPRを  してほしい ・エレベーターが殺⾵景（PRの場

 (東京に⾏かなくても)  (市外へのPR)  に）

維持

新規追加

望ましい姿

コンセプト

・⽣涯教育 健康で⽂化的に暮らせる中⼼地 ・多⽤途 ・総合公園とつながったマラソンコース・サイクリングコース

PRを強化して今あるものを最⼤限に利⽤する

具体的には︖

どんな設備が

必要︖

※詳細はお⼿元の別紙資料をご覧ください。

本⽇のグループワーク
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本⽇の検討項⽬

1. 必要な施設機能（部屋・場所）の規模、設備

13

• これまでのワークショップで挙がったご意⾒をもとに、今後の⽩井市⽂化

センターに必要な施設機能（部屋・場所）とその規模、設備等を検討します。

• 必要な施設機能（部屋・場所）のアイデアをもとに、複合施設のメリットを

活かすという視点から施設間の連携についても考えてみましょう。

• 全ての施設機能を盛り込むことは難しいので、⼀つの部屋の多⽤途活⽤

（重ね使い）も考えてみましょう。

（これまでのご意⾒は別紙資料とかわら版をご覧ください。）

本⽇の検討項⽬
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■付箋の記⼊イメージ
①必要な施設機能（部屋・場所）、規模、設備等について

・必要な部屋・場所
・利⽤者、利⽤内容、事業内容
・おおよその規模
（席数・⾯積・活動⼈数等）
・設備等
をご記⼊ください。

・リモートワークができる部屋

・PC作業
・１⼈で作業ができるスペース
・電源、Wi‐Fi環境、プリンター

・中ホール
・サークルの演劇発表会
・定員300名
・防⾳、舞台袖



⽂化会館 図書館 郷⼟資料館 プラネタリウム 共⽤部・その他

施
設
規
模
︑
設
備
な
ど
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▶作業イメージ

テーマ「施設機能の規模、設備を考える」

創造活動部⾨

中ホール

⼤ホール ⼀般開架

児童コーナー

展⽰室

その他

プラネタリウム

その他

交流部⾨

屋外

その他

連携した取り組み

参考資料
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【参考】重ね使いの事例

展⽰室⇔会議室

練習室⇔会議室

マルチスタジオ⇔会議室

アトリエ⇔展⽰室

三鷹市公会堂

南相⾺市⺠⽂化会館
ゆめはっと

下呂交流館 アクティブ

北上市⽂化交流センター
さくらホール

会議室 ⇔展⽰室

会議室 ⇔ 練習室

会議室 ⇔ スタジオ

アトリエ ⇔ 展⽰室

⽩井市⽂化センターの概要

©Theatre Workshop

項⽬ 内容

開館（経年数） 平成6年7⽉（27年）

構造
鉄⾻鉄筋コンクリート造
地下1階・地上4階

敷地⾯積 36,673.41㎡

建築⾯積 3,969.98㎡

延床⾯積 10,219.26㎡

施設構成
⽂化会館、図書館、郷⼟資料館館、
プラネタリウム など

駐⾞場 200台（⽩井総合公園と共⽤）

運営主体 ⽩井市

画像出典︓市ＨＰ
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再掲



⽩井市⽂化センターの施設構成

©Theatre Workshop 19

棟 部⾨ 主な施設 ⾯積※1

会館棟 ⼤ホール なし坊ホール（⼤ホール） 約3,622㎡

図書館棟

図書館
⼀般開架、児童コーナー、
おはなしのへや、対⾯朗読室 等

約3,745㎡

郷⼟資料館 展⽰室、収蔵庫 約564㎡

プラネタリウム 客席 約215㎡

中ホール
かおりホール（中ホール）、
集会室（楽屋）

約243㎡

その他 研修室、展⽰ギャラリー 約329㎡

その他
⽞関ホール、喫茶室※2 約352㎡

廊下、通路 等 －

管理 事務室等 －

機械室 機械室 －

■部⾨別の主な施設とおよその⾯積

※1 ⾯積は図測によるおよその数値
※2 喫茶室は空き店舗

■⼀般利⽤者が⽴ち⼊らないエリア

再掲

⽩井市⽂化センターの施設構成
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部⾨ 施設名 定員 ⾯積※１ 合計※１

⼤
ホ
ー
ル

なし坊ホール（⼤ホール） 802席 － 約3622㎡

う
ち
楽
屋
リ
ハ
ー
サ
ル
室

第1楽屋 2名 約13㎡

第2楽屋 2名 約13㎡

第3楽屋 10名 約38㎡

第4楽屋 8名 約30㎡

第1リハーサル室 17名 約52㎡

第2リハーサル室 11名 約31㎡

画像出典︓弊社撮影

客席

第3楽屋

リハーサル室

会館棟

※1 ⾯積は図測によるおよその数値



⽩井市⽂化センターの施設構成

21

部⾨ 施設名 定員 ⾯積※1 合計※1

図
書
館

図書館 約3,745㎡

う
ち
⼀
般
開
架
︑

児
童
コ
ー
ナ
ー
等

⼀般開架 － 約1,206㎡

児童コーナー － 約170㎡

おはなしのへや － 約20㎡

対⾯朗読室 － 約9㎡

閉架書庫（BM1F、B1F） － 約800㎡

郷
⼟

資
料
館

展⽰室Ⅰ・Ⅱ － 約474㎡
約564㎡

収蔵庫 － 約90㎡

プ
ラ
ネ
タ

リ
ウ
ム

客席 86席 － 約215㎡

画像出典︓弊社撮影

■⼀般利⽤者が⽴ち⼊らないエリア

⼀般開架

おはなしのへや

展⽰室

プラネタリウム

※1 ⾯積は図測によるおよその数値

⼤ホール棟図書館棟

⽩井市⽂化センターの施設構成
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中ホール

研修室２

部⾨ 施設名 定員 ⾯積※1 合計※1

中
ホ
ー
ル

かおりホール（中ホール） 約300名 － 約243㎡

う
ち

控
室
等

楽屋・集会室 － 約50㎡

そ
の
他

研修室1 － 約74㎡

約148㎡

研修室2 － 約74㎡

展⽰ギャラリー － － 約181㎡

－

⽞関ホール、喫茶室※2 － － 約352㎡

通路・階段 等 － － －

画像出典︓弊社撮影※1⾯積は図測によるおよその数値
※2喫茶室は現在閉鎖中

図書館棟
（会館棟）

⽞関ホール



⽩井市⽂化センターの概要

■地下1階フロアマップ（施設パンフレットより）

23

⽂化会館⼤ホール
楽屋等

図書館
閉架書庫

地下１階平⾯図

再掲

⽩井市⽂化センターの概要

■1階フロアマップ（施設パンフレットより）

24

⽂化会館
⼤ホール

図書館

再掲



⽩井市⽂化センターの概要

■2階フロアマップ（施設パンフレットより）

25

⽂化会館
中ホール

⽂化会館
⼤ホール（2階）

研修室
集会室等

再掲

楽屋・集会室

⽩井市⽂化センターの概要

■3階フロアマップ（施設パンフレットより）

26

プラネタリウム

郷⼟資料館

再掲



ワークショップの進め⽅・お約束

27

28

個⼈で
沢⼭出す
どんどん書く

思いつき

アイデア

⼤歓迎

グループで
考える
整理する

発表する

ふせん1枚＝１意⾒︕

グループ名︓○○○
○○○

○○○
○○○

○○○

１
２

３

否定しない︕
そういう考えもあるね︕

へぇ︕それいいね︕あいのりOK︕

振り返り

４

なんでもアンケート

恥ずかしがらずに

ワークショップの流れ



ワークショップのお約束

恥ずかしがらずに、どんどん書いてみる、出してみる。

否定しない︕⾃分と違った意⾒も、それもあるね。

ふせん1枚に⼀意⾒。なるべく沢⼭、なるべく短く。

へぇ︕それ、いいね︕真似してOK︕便乗して発想を広げる。

他の⼈・グループの意⾒を聴く、褒める。

は

ひ

へ

ほ

ふ

29

感染拡⼤防⽌のためのお願い

ご発⾔の際にマスクを外さないでください。

話し合いの際、⼿を挙げてからお話しください。

⽂房具などの共有、受け渡しは⾏わないでください。

書き終わった付せんは、机の上の分かりやすい位置に
置いてください。

マスクなどは会場に捨てず、お持ち帰りください。
（ご希望の⽅にゴミ袋をお渡しします）

終了後、名札とアンケート、⽂房具などはご⾃分の席
の前に置いたまま、ご退出ください。

参加後に新型コロナウィルスの陽性となられた場合に
は、速やかに市にお知らせください。

30



グループ発表

31

⽂化センターのあり⽅検討について

32



⽂化センターのあり⽅検討委員会の概要
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1．委員会概要

項⽬ 内容

名称 ⽂化センターあり⽅検討委員会

事務 ⽂化センターのあり⽅について調査審議すること

委員 学識経験者、⽣涯学習推進委員会の委員、教育機関の職員、市⺠、市職員 計14⼈

任期 ⽂化センターのあり⽅に関する検討が終了するまで

2．これまでの検討

主な議題・報告事項

第1回
（令和３年2⽉）

・今後のスケジュール・⽂化センターのあり⽅検討に関するこれまでの経緯

第2回
（令和３年3⽉）

・今後の検討委員会の進め⽅

・市の財政推計、財政健全化への取組み

・近隣⾃治体及び同規模⾃治体における⽂化施設等の設置・運営状況

第3回
（令和3年６⽉）

・近隣施設（⽂化ホール等）の調査結果

・各館の基礎調査結果（利⽤状況の整理等）

・市⺠アンケートの結果（中間報告）

第4回
（令和3年11⽉）

・各種アンケート、ヒアリングの結果

・再整備の⽅法や費⽤、今後の検討の進めかた

・検討委員会と市⺠参加の役割

再掲

⽂化センターのあり⽅検討委員会について 補⾜
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■⽂化センターあり⽅検討委員会のこれまでの検討概要

第１回
（令和３年2⽉）

第１回〜第４回までのあり⽅検討委員会では、市の財政状況や仮に改修をする場合の⾒積もり費⽤などを
もとに、財政⾯から「⽂化センターのあり⽅」について先⾏して議論が進められました。
また、検討の参考のため、市⺠アンケート、各施設の利⽤団体ヒアリング、本市⺠ワークショップを含む
各種意⾒聴取の結果を委員会にて都度報告しています。

特に質問、意⾒が挙がった議題 要望資料

・市の財政状況
・市の現在の⼈⼝及び将来の⼈⼝推計
・⽂化センターの運営経費
・市⺠ワークショップ実施要項
・同規模都市の⽂化施設規模調査 など

・市の財政推計、財政健全化への取組み
・⽂化センターの運営経費

・近隣施設調査の結果
・市⺠アンケートの結果（中間報告）

・⺠間委託や⺠間施設との複合の可能性
・学校利⽤における⽂化センターの重要性について

・Park-PFIや改修PFIの事例
・各施設に付随する⾒積もり費⽤

・4パターンのあり⽅の⽅針
（あり⽅検討の参考として提⽰された案）
・改修⽅針を松⽵梅の3段階に分けた場合の⽵案の

概算算定⼀覧

・さらに詳細な⾒積もり費⽤

第２回
（令和３年3⽉）

第３回
（令和３年6⽉）

第４回
（令和3年11⽉）



⽂化センターのあり⽅検討委員会について 補⾜
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■⽂化センターのあり⽅検討委員会とワークショップの相違点

⽂化センターのあり⽅検討委員会 ワークショップ

⽬的
社会情勢の変化や市⺠ニーズ等を踏まえて、
今後の⽂化センターのあり⽅について、現状
にとらわれずゼロベースで検討・決定する

⽩井市市⺠参加条例にもとづき、あり⽅検討
に係る市⺠意⾒を収集する

役割
⽂化センターのあり⽅について調査審議を

⾏う
あり⽅検討の参考とするため市⺠意⾒の収集
を⾏う

構成員
参加者

学識経験者、⽣涯学習推進委員会の委員、

教育機関の職員、市⺠、市の職員
市⺠

検討委員会と市⺠参加 今後の流れ（予定）
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まとめ
提⾔書
提出

提⾔書を
受けて
市の⽅針
策定〜令和４年１０⽉頃まで

令和４年度中

● ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇

4 7 10 1 4 7 10 1

市⺠アンケート

関係団体等アンケート・ヒアリング

市⺠ワークショップ

施設⾒学会

市⺠意⾒交換会

パブリックコメント

⽂化センターのあり⽅検討委員会（全９回予定）

2021年度 2022年度
（令和３年） （令和４年）

市⺠意⾒の収集（市⺠・利⽤者・関係団体等）

検討の参考

再掲



次回予告・なんでもアンケート
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今後の予定

回 ⽇程 テーマ

第1回 令和3年9⽉ ⽩井、⽂化センターのじまん・ふまんを考える

第2回 令和3年11⽉ 施設のコンセプトを考える

第3回 令和3年12⽉ 施設に必要な機能を考える

第4回 令和4年1⽉ 施設機能の規模、設備を考える

第5回 令和4年3⽉ 市⺠参加について考える

38

※⽇程、テーマについては、今後の検討状況等により変更となる場合があります。



次回予告 市⺠参加について考える

施設の将来像から市⺠参加を考える︕

• これまで検討いただいた⽩井市⽂化センターについて、皆さんは今後

どのように関わっていきたいでしょうか︖

• 市⺠参加には、⽇常的な来館者や観客だけでなく、出演者やイベント

企画・運営のサポートスタッフなど、様々な関わり⽅があります。

• 第2回ＷＳで検討したコンセプトも⾒据えながら、皆さんが今後の

施設とどのように関わっていきたいかを考えていただきます。

• そして、本施設が⽂化芸術活動や⽣涯学習活動の拠点として発展して

いくために市⺠の皆さんがどう関わっていくべきかという視点からも

検討していただきます︕

39

お疲れ様でした︕

最後に
本⽇の感想や⾔い⾜りなかったことなど、
「なんでもアンケート」にご記⼊ください。
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